
令和2年度
養介護施設従事者等による高齢者虐待に関する新潟市の状況

（R3.3.31現在）
①相談・通報者 ｎ＝7

②相談・通報件数及び虐待の事実が認められた件数（虐待の判断が年度を跨いだ2件を含む）
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・「相談・通報者」は10件（3件重複）で、そのうち「施設等管理者」が4件で、最も多い。
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・「虐待の事実が認められた件数」は6件で、そのうち「短期入所施設」が2件で、最も多い。
・「その他」は、サービス付⾼齢者住宅。
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③虐待種別の内訳（複数選択あり） n＝6

④虐待種別ごとの被虐待者の内訳（複数選択あり） ｎ＝75
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・「被虐待者」の人数は、「介護・世話の放棄・放任」が最も多い（2名が虐待種別の重複）。
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・「身体的虐待」が最も多い。
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⑤被虐待者の性別 ｎ＝75

⑥被虐待者の年齢 ｎ＝75
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・「被虐待者」の「性別」は、「⼥性」が82.7％を占める。

65歳未満 65歳～69歳 70歳～79歳 80歳～89歳 90歳～99歳 100歳以上
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・「被虐待者」の「年齢」は、「80〜89歳」が最も多く37人で49.3％、次いで「90〜99歳」が
28人で37.3％である。
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⑦被虐待者の要介護度 ｎ＝75

⑧被虐待者の認知症の有無 ｎ＝75

自立 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５
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・「被虐待者の認知症の有無」は、認知症⾃⽴度「Ⅱ以上」が97.3%を占める。

・「被虐待者」の「要介護度」は、要介護「３以上」が88.0%を占める。
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⑨虐待の発生要因(複数選択あり） ｎ＝6

⑩本市がおこなった対応状況(複数選択あり） ｎ＝6

教育，知

識，介護技

術等に関す

る問題

倫理観や理

念の欠如

職員のスト

レスや感情

コントロール

問題

人員不足や

人員配置の

問題及び関

連する多忙

さ

虐待を助長

する組織風

土や職員間

の関係性の

悪さ

虐待を行っ

た職員の性

格や資質の

問題

件数 5 2 2 1 4 1

0

1

2

3

4

5

6

件
数

一般指

導

改善計

画依頼
注意等

報告徴

収、立入

検査等

改善勧

告
公表

改善措

置命令

指定の

取消・効

力停止

等の処

分

件数 6 3 0 3 0 0 0 1

0
1
2
3
4
5
6
7

件
数

・「虐待の事実が認められた」6施設に対して、本市が⾏った処置などを記載。

・「虐待の事実が認められた」6施設について、虐待の発生要因と考えられるものを記載。
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